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お問合わせ；いばらき量子ビーム研究センター(IQBRC)(TEL：029-352-3301)又は茨城県商工労働部産業政策課産学連携推進室(TEL：029-301-3522)

***** J-PARC NEWS 発行 *****
J-PARC NEWS 第91号が発行されました。

http://j-parc.jp/ja/news/news-j.html

◆ 新規入会 (合計会員企業数：228社)

・泰榮エンジニアリング ㈱ 遠藤和徳 (技術本部本部長)
〒317-0065 日立市助川町1-13-23 ｶｸﾀｽ日立ﾋﾞﾙ
電話：0294-27-6755 FAX：0294-85-6723

・㈱ネクスト 黒澤 務 (代表取締役)
〒312-0012 ひたちなか市馬渡3792-4
電話：0292-275-1281 FAX：0292-219-9286

・㈱フジヒラ 藤平誠一(代表取締役)
〒305-0047 つくば市千現2-1-6
つくば研究支援センター内
電話：029-875-8401 FAX：029-875-8402

会員(法人)異動のお知らせ
（H24年11月30日現在／敬称略）

■■■ お知らせ ■■■

● 研究炉JRR-3のH25年度施設供用定期公募等
首記定期公募が開始されました。同時に新JRR-3
利用申請ｼｽﾃﾑ｢RING｣が運用を始めました。
応募の受付期間はH24.11.1～H24.12.14です。
詳細は下記のURLをご参照ください。
http://jrr3uo.jaea.go.jp/information/information_06.htm

JAEAで技術展示会及び産学連携交流会開催 2012.10.24 於JAEA･原科研

10月24日JAEA東海研究開
発センター・原子力科学研究
所(東海村)にて､ 当協議会や茨
城県研究開発型企業交流協会
(IRDA)など､ 県内の研究開発
支援型企業による技術展示会
＆産学連携交流会を茨城県と
JAEAが主催で開催しました。

また、産学連携交流会では、 JAEAの長縄環境化学研
究グループ・GLから「土壌の除染と再汚染防止策につい
て」と題して時宜を得た講演を戴き、 関心と共感を呼び
ました。さらに、参加企業13社によるプレゼンテーショ
ンも行われ、地元企業の得意技と非凡な技術力が 研究者

横溝センター長 清宮課長

冒頭、JAEAの横溝東海研究開発センタ－長と県の清宮
産業政策課長があいさつし、本交流会への期待と意気込み
が伝えられました。会場では､36社が各社自慢の製品や独
自技術紹介パネルを展示し、研究者への積極的な働きかけ
を行い、確かな手応えを感じていました。

に向けて発信
されました。
今後の研究開
発過程での密
接な連携展開
などが期待さ
れます。

企業プレゼン
テーション会場

JAEA･長縄GL

展示会会場

会々員企業による技術展示会を同時開催しま
した。10企業の得意技術や特長ある代表製品
を出展した展示ブースでは研究者や技術者と
の活発な質疑がとり交わされており、熱心に
展示物を見学する研究者も多数見受けられま
した。出展企業の方からは､｢普段は研究者や
技術者とお付き合いの機会を持つことがあま
りないので交流ができて良かった｣､等のご意
見を頂きました。

この展示会を通じて、MLF関連の研究者や
技術者と地域企業の交流がより深まり、ビジ
ネスに繋がっていくことが期待されます。

J-PARCセンター(JAEA＆KEK)､ 茨城
県などが共催する 第4回MLF (物質･生命
科学実験施設)シンポジウム＆茨城県ビー
ムライン平成23年度成果報告会が、 10
月10～11日の両日, 東京・お台場の日本
科学未来館で開催されました。 この開催
に際して､ 10/11にポスターセッション
会場のひとつであるCR1会議室にて協議

2012.10.11 於日本科学未来館(東京お台場)

ＭＬＦシンポジウムに出展参加ＭＬＦシンポジウムに出展参加

シンポジウム会場寸描
得意技術のデモ風景

熱気溢れる展示会場


